
1

「総合的な学習の時間」について

１ 趣旨

○ 自ら課題を見付け、自ら学び自ら考え、問題を解決する力など「生る

る力」を育てること

○ 各教科等で身に付けた知識や技能を相互に関連付け、総合的に働くよ

うにすること

２ 学習活動

○ 各学校は、国際理解、情報、環境、福祉・健康などの教科横断的・総

合的な課題に関する学習などについて、地域や学校、児童・生徒の実

態等を踏まえ、創意工夫を生かした学習活動を実施

○ 自然体験やボランティア体験などの社会体験、観察・実験や見学・調

査などの体験的な学習、問題解決的な学習を積極的に取り入れるととも

に、地域の人々の協力や地域の教材、学習環境を積極的に活用

３ 授業時数

① 小学校は第３学年以上に週当たり３単位時間程度

② 中学校は各学年週当たり２～４単位時間程度

③ 高等学校は卒業までに３～６単位

※平成14年度から全面実施。高等学校については、平成15年度入学者から

学年進行で実施 （平成12年度から移行期間）。

４ 実施内容

（平成１５年度公立小・中学校教育課程編成状況調査（文部科学省実施）より）

（小学校） ※複数回答

・横断的・総合的な課題 85.9％

横断的 総合的な課題を取り上げている学校の学習活動 ※各学習活動の割合は全小学校数からみた割合( ･ )

国際理解62.6％、情報59.7％、環境49.6％、福祉・健康46.5％、

その他15.2％

・児童の興味・関心に基づく課題 61.1％

・地域や学校の特色に応じた課題 82.2％

・その他 6.4％

（中学校） ※複数回答

・横断的・総合的な課題 66.7％

横断的 総合的な課題を取り上げている学校の学習活動 ※各学習活動の割合は全中学校数からみた割合( ･ )

国際理解25.3％、情報25.8％、環境35.0％、福祉・健康38.9％、

その他23.6％

・生徒の興味・関心に基づく課題 50.3％

・地域や学校の特色に応じた課題 66.0％

・その他 6.3％
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中学校学習指導要領( 10 12 ， 15 12 )（抄）平成 年 月告示 平成 年 月一部改正

第１章 総 則

第４ 総合的な学習の時間の取扱い

１ 総合的な学習の時間においては，各学校は，地域や学校，生徒の実態等に

応じて，横断的・総合的な学習や生徒の興味・関心等に基づく学習など創意

工夫を生かした教育活動を行うものとする。

２ 総合的な学習の時間においては，次のようなねらいをもって指導を行うも

のとする。

(1) 自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問

題を解決する資質や能力を育てること。

(2) 学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創

造的に取り組む態度を育て，自己の生き方を考えることができるようにす

ること。

(3) 各教科，道徳及び特別活動で身に付けた知識や技能等を相互に関連付け，

学習や生活において生かし，それらが総合的に働くようにすること。

３ 各学校においては，１及び２に示す趣旨及びねらいを踏まえ，総合的な学

習の時間の目標及び内容を定め，例えば国際理解，情報，環境，福祉・健康

などの横断的・総合的な課題，生徒の興味・関心に基づく課題，地域や学校

の特色に応じた課題などについて，学校の実態に応じた学習活動を行うもの

とする。

４ 各学校においては，学校における全教育活動との関連の下に，目標及び内

容，育てようとする資質や能力及び態度，学習活動，指導方法や指導体制，

学習の評価の計画などを示す総合的な学習の時間の全体計画を作成するもの

とする。

５ 各学校における総合的な学習の時間の名称については，各学校において適

切に定めるものとする｡

６ 総合的な学習の時間の学習活動を行うに当たっては，次の事項に配慮する

ものとする。

(1) 目標及び内容に基づき，生徒の学習状況に応じて教師が適切な指導を行

うこと。

(2) 自然体験やボランティア活動などの社会体験，観察・実験，見学や調査，

発表や討論，ものづくりや生産活動など体験的な学習，問題解決的な学習

を積極的に取り入れること。

(3) グループ学習や異年齢集団による学習などの多様な学習形態，地域の人

々の協力も得つつ全教師が一体となって指導に当たるなどの指導体制につ

いて工夫すること。

(4) 学校図書館の活用，他の学校との連携，公民館，図書館，博物館等の社

会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携，地域の教材や学習

環境の積極的な活用などについて工夫すること。



１．「総合的な学習の時間」の成果について

「総合的な学習の時間」に関する調査データ

学校教育に関する意識調査（平成15年　文部科学省）

39.6%

19.8%

49.5%

57.8% 16.4%

7.1%

5.6%

1.7%

0.5%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校５年生

中学校２年生

好き

どちらかといえば好き

どちらかといえば嫌い

嫌い

無回答

「総合的な学習の時間」の満足感（児童生徒）

学校教育改革についての保護者の意識調査（平成15年 社団法人日本PTA全国協議会）

7.5% 39.3% 39.5% 8.3%

2.1%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

非常によいと思う

まあよいと思う

どちらともいえない

あまりよいと思わない

全くよいと思わない

無回答

「総合的な学習の時間」に対する評価（保護者）

学校教育改革についての保護者の意識調査（平成15年 社団法人日本PTA全国協議会）

29.9%

21.5%

12.0%

11.5%

10.6%

9.8%

9.6%

5.8%

3.5%

0.5%

0.1%

16.5%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分が知りたいことを進んで
学んだりするようになった

子ども同士協力し合うようになった

保護者や地域の人たちの学校への関心が高まった

学校での出来事を家庭で話すようになった

学校生活を楽しく思うようになった

「総合的な学習」をきっかけに好きな教科ができた

子どもの学習意欲が高まった

自分の考えをはっきり言えるようになった

計画的に根気強く努力するようになった

いじめや学級内のトラブルが減った

不登校やいわゆる「保健室登校」が減った

その他・無回答

特によいと思ったことはない

「総合的な学習の時間」のよい点（保護者）
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学校教育に関する意識調査（平成15年 文部科学省）

43.7%

45.7%

31.7%

22.5%

25.7%

31.7%

37.6%

14.0%

11.1%

15.3%

21.6%

9.9%

13.1%

11.7%

6.0%

4.0%

3.6%

2.2%

22.3%

9.5%

4.7%

4.6%

4.0%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自ら学び自ら考える力などの
主体的な学習態度や意欲が高まった

思考力や判断力、表現力を身に付けた

学校で学ぶ知識等を生活の中で
実感を持って理解することが増えた

「総合的な学習の時間」で得た興味や関心などから、
教科の勉強を熱心にするようになった

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない 無回答

「総合的な学習の時間」による児童生徒の変化（教員）

学校教育に関する意識調査（平成15年　文部科学省）

30.9%

21.8%

45.0%

40.8%

33.2%

22.6%

19.1%

12.9%

11.5%

18.3%

28.0%

30.4%

33.5%

30.5%

10.4%

15.2%

23.9%

32.9%

26.9%

37.7%

6.1%

12.3%

13.2%

10.2%

6.0%

6.4%

3.4%

1.4%

2.3%

3.7%

0.7%

1.6%

1.1%

2.0%

1.8%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

中学生保護者

小学生保護者

中学生保護者

小学生保護者

中学生保護者

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない 無回答

「総合的な学習の時間」による子どもの変化（保護者）

「総合的な学習の時間」の内
容など学校であったことを家
で話すようになった

「総合的な学習の時間」で
興味を持ったことを家で勉強
するようになった

「総合的な学習の時間」で
の学習をきっかけに好きな
教科ができた
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２．　「総合的な学習の時間」の課題について

新しい学力を育むための教育調査（平成13年 ベネッセ教育総研）

45.3%

20.7%

16.9%

19.2%

25.8%

13.0%

18.8%

32.1%

44.3%

45.2%

41.6%

34.7%

45.1%

38.6%

38.2%

34.3%

32.9%

36.4%

34.7%

26.1%

23.9%

17.8%

28.4%

30.7%

30.7%

28.4%

36.2%

34.7%

41.3%

43.1%

40.6%

45.5%

48.2%

44.5%

47.8%

19.1%

13.1%

11.9%

10.1%

8.1%

6.3%

10.3%

8.0%

10.7%

10.1%

13.3%

10.8%

10.4%

7.9%

5.7%

11.1%

8.5%

7.2%

6.6%

4.7%

20.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友達どうしの会話が増えるようになってきた

他の人と協力しあったり、意見を交換しあうようになった

自分で考えたり、調べたりするようになってきた

社会のいろいろなできごとに関心を持つようになってきた

自分の将来や進路のことを深く考えるようになってきた

ものごとに対して意欲的に取り組むようになってきた

仕事や職業に対する関心や考え方がはっきりしてきた

教科の内容に対する知識や理解が深まってきた

必要な情報を集めたり、まとめたりするコツがわかってきた

先生との会話が増えるようになってきた

報告や発表などで意見をうまく伝えられるようになってきた

各教科で習ったことを日常生活と関連づけられるようになってきた

学校に対するイメージや学校の雰囲気が変わってきた

地域のことに興味をもったり、地域の人と接する機会が増えた

とてもそう思う ややそう思う あまり思わない まったく思わない

中学生の総合的な学習の成果意識（中学生）

学校教育に関する意識調査（平成15年 文部科学省）

10.6% 33.8% 25.6% 16.3% 8.5%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

体験や活動をさせるのに精一杯で、児童生徒が
学習意欲も含めた学力を十分に伸ばすことができなかった（教員）
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学校教育に関する意識調査（平成15年　文部科学省）

59.4%

57.9%

55.1%

46.3%

43.1%

41.3%

24.3%

7.3%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校としてこの時間を通して身に付けさせたい資質や能力の明確化

年間を通じた系統的な指導計画の作成

すべての学年を見通した発展性や系統性の構築

体験学習にあたっての事前・事後指導の充実

外部の関係機関等との連携

家庭、地域社会への説明・協力

学習活動の適切な評価

他の学校段階との連携

その他・無回答

「総合的な学習の時間」の実施上の重点（教員）

学校教育改革についての保護者の意識調査（平成15年 社団法人日本PTA全国協議会）

47.3%

41.9%

37.0%

31.6%

28.6%

28.0%

24.7%

24.4%

22.4%

7.6%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域人材や専門家などの人材の確保

保護者や地域の方々の理解・協力の確保

教師の力量の向上

調べ学習などの図書や資料の充実

校外活動の場所の確保

校外活動における安全確保

地域のコーディネーターや世話役の確保

教員同士や学校内部の連携

学習の成果についての評価と改善

交通費や謝金などの費用の調達

その他・無回答

「総合的な学習の時間」の充実のために必要なこと（保護者）
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学校教育に関する意識調査（平成15年　文部科学省）

44.1%

28.0%

61.4%

32.3%

61.6%

26.6%

50.2%

18.9%

45.6%

23.8%

44.8%

21.0%

39.8%

18.6%

25.9%

9.8%

48.1%

30.6%

42.6%

55.2%

30.3%

50.1%

30.1%

51.7%

40.3%

51.9%

41.7%

50.1%

39.8%

46.1%

44.5%

47.6%

45.5%

43.2%

37.4%

47.8%

8.3%

9.3%

10.9%

14.0%

21.3%

18.0%

10.4%

23.6%

10.7%

24.5%

20.6%

33.7%

8.2%

12.8%

8.1%

5.3%

4.3%

4.5%

7.2%

2.6%

2.1%

1.5%

4.1%

3.6%

1.8%

3.3%

1.7%

2.2%

1.4%

1.3%

1.6%

1.1%

1.5%

1.0%

1.9%

1.7%

6.6%

6.1%

5.7%

5.9%

5.8%

6.1%

3.3%

4.8%

3.9%

3.1%

3.2%

5.3%

2.9%

2.9%

5.2%

2.7%

5.6%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

教員

保護者

教員

保護者

教員

保護者

教員

保護者

教員

保護者

教員

保護者

教員

保護者

教員

保護者

教員

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

「総合的な学習の時間」で希望する（心がけている）授業（保護者、教員）

観察・実験、見学や調査など
による情報の集め方、まとめ
方、調べ方が身に付くような
授業

自分の考えたことを発表したり、
討論したりする力が身に付くよう
な授業

子どもの興味・関心を最大限に
引き出し、子どもの自発性や主
体性を大切にする授業

教科で勉強していることと実生
活で必要なことの関係を実感
できるような授業

課題を明確にした深まりのある
授業

実社会で働く様々な人とふれあ
う中で、自分の生き方について
考えられるような授業

地域の様子やくらしなどについ
て、自分の考えを出したり、ボラ
ンティア活動をしたりするなど、
地域の一員としての自覚を育
成するような授業

国際的な課題を取り上げるなど
国際社会の一員としての資質
や能力をはぐくむような授業

いろいろな課題を取り上げて調
べたり、まとめたり、直接体験し
たりする中で、子どもが自分で課
題を見付け主体的に探究活動に
取り組めるような授業
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「総合的な学習の時間」の実施上の問題点（教員）

70.8%

49.6%

48.4%

43.3%

31.3%

25.5%

8.2%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員の打ち合わせ時間の確保

学年全体を見通した発展性や系統性の構築

体験的な活動等の実施のための経費

外部機関等との連携

校内の指導体制の構築

家庭、地域社会への説明・協力

他の学校段階との連携

その他・無回答

学校教育に関する意識調査（平成15年　文部科学省）
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